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1. 展示
ケ スー展示と貸出展示を実施。
単発で企画した展示の他に、昨年度より連続性を持ったテーマをシリ ズー化したものを加え
た。これらのシリ ズー展示は、来年度以降も継続する予定。
1-1. 音大生の本棚 2017
2017 年 4 月 3 日（月）～ 2017 年 7 月14 日（金）（貸出展示 1）
4 月に入学した新入生を主な対象として、音楽に関する入門書や基本的な文献を中心に展示。
[ 展示内容 ]
・西洋音楽史
・日本と音楽
・楽譜・版
・音楽家の健康と心構え
・就職、進路
・音楽知識・実用
今年度は昨年の内容を見直し、新たに選んだ 7 つのテーマに沿って展示をした。選書に当
たっては、講座ごとに担当の先生が提示してくださる推薦図書と重ならないように配慮した。
当館は、楽譜資料やAV 等の音楽資料は閉架、音楽書の開架は 3 階といったように、学生
の目にふれやすい所に資料がほとんどないため、新入生が図書館に来て最初に目に付く1 階
の棚、手に取りやすい所に資料を集めた。貸出統計 2 からは、進路・就職関係の本への関心
の高さがうかがえる。また、マンガや図解などビジュアルに訴える内容のものへの人気の高さ
も印象的だ。教育実習の影響か、日本音楽関係の本の貸出が意外と多いのも興味深い。
来年度以降も内容の充実を図りながら、新年度恒例の展示とする予定。
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1 1 階ロビーの特設書架でテーマに沿った資料を集め、ディスプレイ風に配架するもの。ポスター等の案内や
わかりやすい見出しも設置している。
2 貸出統計は p.99 に掲載
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1-2. ファクシミリ版シリ ズー 3「ショパンの自筆譜」
2017 年 4 月 3 日（月）～ 2017 年 7 月14 日（金）（貸出展示 3）
普段目にすることが少ない作曲家自筆の楽譜のファクシミリ版を展示するシリ ズー。
3 回目となる今回はショパン（Frédéric François Chopin, 1810-1849）を取り上げた。自筆
譜に関連する書籍や楽譜の貸出展示も同時に行った。
展示のサイト 4 では、オンラインで調べられるショパンの楽譜や資料についてのリンク集も公
開した。
3 ガラスのショーケ スー内に、説明書きとともに自筆譜ファクシミリ等、高価な手稿譜原本や資料を展示する
もの。併せて関連の書籍等も近くの書架に配架している。
4 http://tokyo-ondai-lib.jp/exhibition/
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1-3. 時代の架け橋に立つ二人 モンテヴェルディとテレマン
2017 年 7 月 20 日（木）～ 2017 年 10 月 27 日（金）（貸出展示）
2017 年は、モンテヴェルディ（Claudio Monteverdi, 1567-1643）の生誕 450 年と、テレマ
ン（Georg Philipp Telemann 1681-1767）の没後 250 年にあたる年であり、それを記念して
展示を行った。
モンテヴェルディはルネサンスとバロックの、テレマンはバロックとロココや前古典派の過渡
期に活動した作曲家。古い様式と、新しい様式の作曲法を巧みに駆使し、多くの作品を生み
出した。
2 人とも多作な作曲家であり、代表曲の全集楽譜とCD を展示した。
1-4. 池野成自筆譜コレクション展示
2017 年 9 月11日（月）～ 2018 年 3 月10 日（土）（ケ スー展示）
作曲家で本学元作曲科講師、池野成（いけのせい　1931-2004）の自筆譜が当館に寄贈され、
今年度から貸出を始めた 5。それを記念して自筆譜の展示と、池野成が手がけた映画の DVD
のパッケージ展示を行った。
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5 鳥海高広「池野成自筆譜コレクション」 『ライブラリーレポ トー』第 4 号 p. 43-58。
1-5. タカラヅカ 現実から生まれた夢世界
2017 年 9 月11日（月）～ 2018 年 3 月10 日（土）（ケ スー展示）
エンターテインメント系の蔵書を展示する機会が今までなかったので、今年度初めて展示を
することにした。とはいえ、エンターテインメント系の蔵書自体が多いわけではないので、その
中で比較的書籍の蔵書が多かった宝塚歌劇団関連の展示を選び展示した。展示に合わせて
関係する若干の新刊図書、ならびに映像資料も購入した。
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1-6. 教員の著作物 2 ～ピアノ科専攻～
2018 年 1 月15 日（月）～ 2018 年 3 月10 日（土）（貸出展示）
本学教員の資料を貸出展示するシリ ズーの 2 回目。
本年度は、ピアノ専攻教員の著作を取り上げた。ほとんどの資料が、教員自身の演奏を録
音した視聴覚資料だった。また、先生方が校訂した楽譜、雑誌に掲載された論文や記事の抜
粋も展示・紹介した。
この企画開催にあたり、関連教員の著作物の所蔵確認、補充も行った。予め関係の先生
方に展示開催のお知らせと、ご自身の著作物に関する情報提供をお願いしたところ、入手困
難な資料を御寄贈いただける例もあった。
1-7　貸出統計
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〔貸出統計集計日 : 2018 年 2 月 21日〕
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2. イベント
図書館では、学生や地域の方々に図書館の所蔵資料を紹介すると共に、いろいろな楽器の
音や貴重なレクチャーをお聞きいただく機会となるよう、国内外の講師を招聘して開催してい
る。セミナーは入場無料。
2-1. ライブラリー・セミナー
当館のコレクションの一つ「バッハの神学文庫」の資料を用いて昨年度から始まった『マタ
イ受難曲』の連続講座は本年度も引き続き丸山桂介先生を講師として行われた。
昨年度は 3 回の講義全て受講していただくことを前提として募集したが、欠席される方が多
かったため、今年度からは各回の講座ごとに募集した。来年度も引き続き同じ内容でセミナー
を開催する予定。
バッハの神学文庫連続講座―マタイ受難曲―
　第 4 回　2017 年 5 月 27 日（土）
　第 5 回　2016 年 9 月 30 日（土）
　第 6 回　2017 年 1 月 27 日（土）
　場所：東京音楽大学付属図書館 5 階
　講師：丸山桂介（音楽評論家・元東京音楽大学講師）
「丸山桂介先生」 「講義の様子」
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2-2. レクチャーコンサート
ライブラリー・セミナーで行われた「バッハの神学文庫連続講座 —マタイ受難曲—」の第 4
回目の講義の後に、特別コンサ トー「歌えよ、この涙の谷で」が行われた。
当日配られたプログラム解説を元に、丸山先生が新たな解説を書き下ろし、演奏部分をネッ
ト配信している 6。配信用の動画については、講義で使用する音源等を制作してくださってい
る馬場隆氏が編集した。
　バッハの神学文庫連続講座 —マタイ受難曲— 
　　　特別コンサート『歌えよ、この涙の谷で』
　　2017 年 5 月 27 日（土）
　　場所：東京音楽大学 J 館スタジオ
講義：丸山桂介
演奏：中丸和美（ソプラノ）、臼井雅美（チェンバロ・バロックダンス）、根津要（チェロ）
「丸山先生と演奏者」
6 バッハの神学文庫のサイトhttp://tokyo-ondai-lib.jp/collection/bacharchive 内の「コンサート」で
解説付きの動画を配信している。また演奏部分の動画は。東京音楽大学付属図書館メディアサイト 
http://tokyo-ondai-lib.jp/media で配信している。
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プログラム
I. 『マタイ』再考
　『マタイ受難曲』BWV 244 より
　1. 第 1 曲「来たれ、娘らよ、われとともに嘆け」 ジグのテンポで
　　 ―ダンスとそのステップ講解―　
　　　臼井雅美（バロックダンス）
　2. 第 39（47）曲アリア「哀れみたまえ」 メンデルスゾ ンー版による
　　　中丸和美（ソプラノ）　臼井雅美（チェンバロ）　根津要（チェロ）
II. バッハ・創造の周辺
　1. サルヴェ・レジーナ（天の女王マリアよ聴きたまえ）p. 76 ハ短調 / ペルゴレージ
　　　中丸和美（ソプラノ）　臼井雅美（チェンバロ）　根津要（チェロ）
　2. チェロ・ソナタ 作品 5 第 1 番 イ長調 / ジェミニアーニ
　　　臼井雅美（チェンバロ）　根津要（チェロ）
III. 再び バッハを
　1. 無伴奏チェロ組曲 第 5 番 ハ短調 BWV 1011
　　　根津要（チェロ）
　2. フランス組曲 第 3 番 ロ短調 BWV 814
　　　臼井雅美（チェンバロ）
3  終わりに
図書館の広報活動として始めた展示やイベントに関しては、今後も継続していきたいと考え
ている。
展示に関しては、シリ ズー化するものも含め、展示資料の選択や見せ方の工夫に改善の余
地がある。
特に、図書館の特殊コレクションに関しては、積極的に展示をすることが広報にもつながる
と考えているので、今後も継続して行いたい。
イベントに関しても、図書館資料やコレクション資料を活かしながら、より開かれた講座や
コンサ トーを開催していきたいと考えているが、2019 年に新校舎移転が予定されているため、
様子を見ながら実施していく。
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